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循任教官規程ヲ定ム。
小松宮彰仁親王殿下ヲ本校へ差遣ハサル。
同月、商議委員規定塵止セラル。
文部省告示第八十二錠ヲ以テ、高等學校大學豫科入學試験規程ヲ定ム。随ツテ、入學試験ハ、本年ヨリ文部省二於テ、
各高等學校ヲ通ジテ之ヲ行上、各高等學校二配當スルコトトナレリ。
文部省令第十號ヲ以テ、明治三十三年文部省令第十三號大學豫科學科規程中、第三部ノ藥學科ヲ、第二部ノ學科中二移
宣誓式ヲ學行シ、禁酒ヲ勵行ス。
大學豫科入學志願者ハ、中學卒業後經過ノ年數二制限ヲ置カザルコトー一定メラル。
サル。
大學豫科授業料、－學年金武拾五圓ヲ参拾圓二増額シ、寄宿料、一學年金七圓ヲ徴收ノ條ヲ逼加ス。
（今上陛下）御降誕二付、花岡山二於テ、奉耐遥拝ヲナス。
依願本官ヲ免ゼラレ、山口高等商業學校教授松浦寅三郎、本校校長兼教授二任ゼラル。
工學部主事ヲ免ゼラル。
始
メ
テ
電
燈
ヲ
鮎
ズ
。
一棟ヲ、禮操場（武夫原）ノ北側、雨天禮操場（濟美館）ノ西方一一設ク。
熊本高等工業學校ト改禰シ、尋デ本校職員ノ定員改正セラル。
一七四
龍
南
へ
の
郷
愁
ヨリ、文部大臣之ヲ補シ、教官ハ生徒ノ教育ヲ掌リ、生徒監ハ生徒ノ訓育ヲ掌ルコトトナル。
宣
誓
停
止
明
治
四
十
年
八
月
本校規則第四章中、新入學生徒ノ宣誓二係ル條ヲ削除ス。
文
科
□
部
乙
）
新
誕亟入試
校
別
施
行
無
試
駿
検
明
治
四
十
三
年
五
月
定
改
正
工
科
（
二
明
治
四
十
二
年
九
月
部
甲
）
新
誕祗
本學年ヨリ、
詔書謄本
下
付授業
料
増
額
本校職員定員中、教授三十五人ヲ三十六人二改正セラル。
編
年
沿
革
略
明
治
四
十
年
九
月
明治四十一年三月
本學年ヨリ、第一部乙種（文科）一組（生徒四十五人）増加セラル。
明
治
四
十
年
十
月
新教室一棟ヲ新築ス。
本學職員定員中、
明
治
四
十
一
年
十
一
月
文部省ヨリ、十口
明
治
四
十
一
年
十
二
月
明
治
四
十
三
年
三
月
明
治
四
十
三
年
九
月
◎發動機室・寄宿舎集會室、各一棟ヲ新築ス。
明
治
四
十
二
年
四
月
本校職員定員中、教授三十人ヲ一一一十三人一一、助教授七人ヲ八人二改正セラル。
明
治
四
十
二
年
八
月
明
治
四
十
四
年
三
月
明
治
四
十
三
年
十
月
明
治
四
十
四
年
五
月
本校規則中、
明
治
四
十
四
年
九
月
明
治
四
十
五
年
五
月
文部省告示第七十八號ヲ以テ、高等學校大學豫科入學者選抜試験規程賤止セラル。随ツテ、
等學校別二之ヲ行フコトトナレリ。
本學職員定員中、教授二十七人ヲ一一一十人二改正セラル。
勅令第六十七號ヲ以テ、本校職員定員中、助教授八人ヲ三人二改正セラル。
本學年ヨリ、第二部甲種（工科）一組（生徒四十二人）ヲ増加セラル。
新教室三一階建二改築及増築ス。
文部省令第十一號ヲ以テ、高等學校大學豫科入學者選抜試験・無試験橡定規定ヲ改ム。
圖薑教室一棟ヲ新築ス。
生徒控所一棟ヲ移築ス。
本校職員定員中、教授三十三人ヲ一一一十五人一一、助教授三人ヲ四人二改正セラル。
銃器庫一棟ヲ新築ス。
化學實鹸室一棟ヲ新築ス。
十月三十日下シ賜上ダル詔書ノ謄本ヲ下付セラル。
授業料、－學年金参拾圓ヲ参拾五圓二増額シ、其分納額ヲ改正ス。
選
抜
試
験
へ
本
年
ヨ
リ
各
高
コ
ノ
年
、
野
球
部
及
ピ
庭球部加ハル。
一七七
七六
御
大
葬
遥
拝御
眞
影
奉
大
正
五
年
六
月
安
所
竣
成
御
沙
汰
書
謄
本
下
付
御
眞
影
下
賜 監
督
教
官
規
程
儲鋼校長
慰
霞
祭
畢
大
正
二
年
二
月
行御
即
位
禮
奉
祗
式
暴
行御
跡
拝
観
御
陵
参
拝
大
正
元
年
十
月
十
二
日
學
寮
閉
鎖
大
正
二
年
十
一
月
◎寄宿舎南寮ヲ移築及改築ス。
編
年
沿
革
略
龍
南
へ
の
郷
愁
大正元年九月十三日
大
正
五
年
八
月
大
正
四
年
十
月
二
十
七
日
大
正
四
年
九
月
大正四年十二月二十七日
同十日、教育ニ關ス
大
正
四
年
十
二
月
大正二年六月
大正四年十月
大正三年九月
大正二年十月二十三日
大正二年八月
本校規則第三章休業日中、耐嘗祭ノ次一一、天長甑嗣日ノー項ヲ遁加ス。
大正四年十一月十日
◎寄宿内一一パラチブス、赤痢相次デ發生シ、（十一一月）鍾二學寮ヲ解散閉鎖ス。
本校規則第五章中一一、明治三十四年ヨリ同三十八年二至ル閲二於ケル本校元工學部卒業者ハ、
スルコトヲ得ルノ一條ヲ追加ス。
大正三年六月
勅令第百二十四號ヲ以テ、文部省直轄學校ノ名譽教授ニ關スル件ヲ公希ス。
御眞影奉安所竣成ス。（職員生徒寄附）
御下賜アラセラレタル天皇陛下ノ御眞影奉戴式ヲ學行ス。
監督教官規程ヲ改正ス。
本校職員定員中、教授三十五人ヲ三十七人二改正セラル。
大正天皇御即位奉祀式ヲ墨行ス。（提灯行列ハ十六日）、同月三十日ヨリ一週間ノ豫定ヲ以テ、職員生徒一同御即位式場跡
ノ拝観修學族行ノ途二就ク。
學校長兼教授松浦寅三郎、依願本官兼官ヲ免ゼラレ、文部省督學官吉岡郷甫、本校校長兼教授二任ゼラル。
本校規則中、入學料金壹圓ヲ参圓二改ム。勅令第百八十三號ヲ以テ、本校職員定員中、教授三十六人ヲ一一一十五人二改正
セラル。
●
往復一週間ノ豫定ヲ以テ、桃山御陵参拝修學旅行ノ途二就ク。
明治天皇御大葬二付、遥拝式ヲ墨行ス。
生徒集會室一棟ヲ、校域ノ北西部、裏門ノ近クニ移築ス。
◎寄宿舎北寮ヲ移築及改築ス。
◎寄宿舎内一一、チブス患者續出シ、四月十四日、死亡者ノ爲一一、校庭二於テ慰霞祭ヲ行う。
教育ニ關スル御沙汰書ノ謄本ヲ下付セラル。 |’ 第五高等學校工學士ト穂コノ年、繋創部ヲ、剣道部卜改〆、九月、山岳部加ハル。 一七八一七九
皇
太
子
殿
下台臨
教
育
勅
語
記
念
式
暴
行 龍対騨槻
授
業
料
増
額 皇
后
陛
下
皇
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子
殿
下
御
眞
影
下
賜
立
太
子
艘
奉
祀
式
羅
行狭
窄
射
撃
教
授
開
始
縞鰐蝉校
資
包
射
撃
教
授
開
始
期繍鵬柵大正六年四月
高等學校高等科一一、
大正十年四月
編
年
沿
革
略
龍
南
へ
の
郷
愁
大正五年十月二十一日
大
正
八
年
四
月
大正九年八月
大正九年三月一一一十一日
皇太子殿下、台臨
大正九年十一月
大正九年十一月一日
禮操場二於テ、
本校學則中、授業料、一學年金参拾五圓ヲ四拾圓二増額シ、其ノ分納額ヲ改正ス。
大正九年十月十日
開校第三十週年記念式ヲ學行ス。文部大臣代理關屋書記官來リ臨令
大正九年十月三十日
教育勅語煥發第三十週年記念式ヲ學行ス。
大正九年九月
大
正
八
年
三
月
二
十
九
日
大
正
七
年
十
一
月
事務所ヲ改築ス。
大
正
七
年
十
二
月
五
日
大
正
六
年
三
月
大
正
五
年
十
一
月
三
日
大
正
六
年
五
月
植物及動物鑛物及地質學教室一棟ヲ新築シ、－工ノ動物及植物學教室一部ヲ取段シ、地質及鑛物學教室一棟ヲ物置二改造
選抜試験ハ、本年ヨリ量同等學校別一一、同時二之ヲ行フコトトナレリ。
勅令第三百三十九號ヲ以テ、本校職員定員中、教授三十七人ヲ一一一十九人二改正セラル。
ス。 試験規程ヲ塵止ス。
文部省令第八號ヲ以テ、高等學校規程ヲ定〆、高等學校大學豫科入學者無試験橡定規程及高等學校大學豫科入學者選抜
陸軍ノ射撃場ヲ借用シテ、實包射撃ノ教授ヲ始ム。
文部省令第四號ヲ以テ、高等學校大學豫科入學者選抜試験規程ヲ改正ス。随ツテ、選抜試験ハ、本年ヨリ各高等學校ヲ
通ジテ之ヲ行フコトトナレリ。．
書庫及禮操教官室、各一棟ヲ新築ス。
校
内
二
狭
窄
射
撃
場
ヲ
設
ケ
、
狭
窄
射
撃
場
ノ
教
授
ヲ
始
宅
皇后陛下皇太子殿下ノ御眞影ヲ下賜セラル。
勅令第三百八十九號ヲ以テ、高等學校令ヲ改正シ、大正八年四月一日ヨリ施行セラル。
立太子禮奉嗣式竝一一提灯行列ヲ學行ス。
台臨アラセラル。
明治榊宮鎭座祭遥拝式ヲ執行ス。
學力検定規程ヲ定〆、大學豫科學力検定規程ヲ塵ス。
龍
南
會
記
念
各
種
ノ
行
事
並
一
一
施
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ノ
蕊
用
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１：０口０００口Ｖ０ＩＵｈ０５Ｉ０Ｉ６‐、・６－０１‐’■▽Ｊ己ｉｂｂｌ０Ｖｌ０‐β‐０・ＩｆＤ０・’’’１１０‐０‐１‐ｆ１０Ｊ‐‐ＩＤＤｌｑ０ｕＩ０Ｄｑ・ｑＩｃＩ、Ⅲ００．，－０１１０１０△け９－．９，０．０１‐－ＬｌＨＩｑＣＤＩＰＢＩｊ０■□０１‐０６１８１０‐‐４－．０～Ｉ‐４０■ｑ‐ｄｉ－小４‐１‐－０Ⅲ４口・１‐・■‐旧‐‐ＩウーＢ‐ｗＤＤＩ０ｒＨ‐０‐ＯＩＩＩ０Ｉｊｊ０▲ｑ・もＩ 授業料増額 溝淵校長任命 告別式並入學式日愛更黒髪村熊本市に併ムロセラル授業料増大正十四年三月プール築造雨陛下御眞影下賜 額道場新築生徒主事昭和三年十月三十日編年沿革略 配属將校大正十四年四月十一日 龍南への郷愁禮操場（武夫原）一一於テ、新設グラウンド開大會ヲ學行ス。本年度ヨリ、告別式ヲ一一一月一一、入學式ヲ四月一一、夫て愛更セラル。大正十一年十月 物理及化學實鹸室、各一棟ヲ新築ス。大正十一年四月本校學則中、授業料、一率年金四拾圓ヲ五拾圓二増額シ、其ノ分納額ヲ改正ス。 大正十年十二月學制頒布五十年記念式ヲ學行ス。大正十二年四月◎本館教室ト寄宿舎トノ渡廊下及寄宿舎附属病室ノ改築ヲナス。 本校ノ敷地、能大正十年十一月九日 大正十年六月一日 大正十年五月大正十三年七月本校學則中、授業料、－學年金五拾圓ヲ六十五圓二増額シ、其ノ分納額ヲ改正ス。柔道剣道道場新築成ル。大正十五年四月第十三臨時教員養成所ヲ本校一一設え數學科ヲ置ク。昭和三年十月九日 昭和三年八月 昭和元年十二月二十五日大正天皇崩御二付、奉悼式ヲ學行ス。昭和二年二月一日大正天皇御大葬二付、遥拝式ヲ學行一昭和三年四月第十三臨時教員養成所一一、國語漢文。 大正十五年十月二十二日 學年教員會規程竝二學科目散員會規程ヲ定ム。 學校長兼教授吉岡郷甫、浦和高等學校長二韓任シ、第四高等學校長溝淵進馬、本校校長二任ゼラル。 本校職員定員中、教授三十九人ヲ四十人一一、助教授四人ヲ五人二改正セラル。熊本市、本校構内二水泳場ヲ築造シ、本校二寄附ス。 陸軍現役將校配属令公布セラル。天皇皇后雨陛下ノ御眞影ヲ下賜セラル。 長慶天皇ヲ皇統譜第九十八代二奉列御申告一一付、臨時休業ヲ爲ス 熊木一巾ノー部トナル。遥拝式ヲ學行ス。國語漢文科ヲ増置ス。 汁●凸９口．｝ｄ・・もロⅢ●Ⅱ‐，ｐ弁口Ｐ●０帥ｈ㈹０屯何ｍ妬０町守汕円⑭３１ｑ４日印Ⅱ■ら『４ｏｍＴ肋，０四口●仇・■■】Ｐ‐０・Ｊ１：ｕ■『虫０．日●０印０１■‐．●■‐・２．９Ｔ佑伯●■１ｎＬＨ｜■７．汀圷ｒ・ｒｑ】■■■■■ＨＲ■Ⅲ、‐］Ⅶ■ＤＰ句勺■０ｂ已曰Ｙ四ＨＰ由■Ｉ』ｑ■０．Ｊ８０ｂ‐■ｌｆ０Ｃｂひ０日●・■Ⅱ９８４ヶ６００■Ｊ－‐Ｉコノ年、陸上競技部加ハル。コノ年、蹴球部加ハル。コノ年、長野忠次氏ヨリ、長男長野忠俊君病氣退學ノタメ、在學記念トシテ、金一千回ノ寄附アリ。 コノ年、中野二郎君ヨリ、令弟故中野六郎君追善ノタメ、在學記念資金トシテ金二千圓ノ寄附アリ。コノ年、ラグビー部ヲ編入シ、翌年、ソノ凋立ヲ認ム。 一八二八
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昭
和
四
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月
授
業
料
増
額武藤校長
任命十時校長
任命
天皇陛下
行幸特待
生
規
程
慶
止
龍
南
へ
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前日、勅令第二
昭和三年十一月十日
昭和十年四月十六日
編
年
沿
革
略
昭
和
三
年
十
二
月
昭
和
四
年
三
月
耐宮式年遷宮祭二付、授業ヲ休止シ、午後六時ヨリ、雨天禮操場二於テ遥拝式ヲ墨行ス。
昭和五年三月
昭
和
四
年
十
月
二
日
◎寄宿舎ノ第四寮ノ内部ヲ改造シテ、室數ヲ増加ス。
昭
和
五
年
十
一
月
銃器庫増築工事二着手、同年十二月落成ス。
昭
和
四
年
五
月
昭
和
四
年
四
月
昭和六年一月十日
學校長溝淵進馬、第三高等學校長二轌任シ、第四學校長武藤虎太、本校校長二任命セラル。
昭和六年一一月日
前一一御貸下ゲノ天皇陛下皇后陛下御眞影ヲ奉還シ、新二下賜セラル。
昭
和
六
年
月
昭和七年三月一一一十一日
學校長武藤虎太、
昭和七年三月
校
旗
ヲ
制
定
禿
夙
昭和六年十一月十五日
昭和八年三月
特待生規程ヲ歴ス。
昭和七年十二月
昭
和
七
年
五
月
教
育
二
閥
ス
ル
御
沙
汰
書
ヲ
御
下
賜
ア
ラ
セ
ラ
ル
。
今上陛下御即位ノ大禮ヲ筆ゲサセラルル一一付、奉祀式竝二提灯行列ヲ學行ス。
本校學則中、授業料、－學年金六拾五圓ヲ八拾圓二増額シ、其ノ分納額ヲ改正ス。
御大禮記念館竣成スペ職員生徒寄附）
規定ヲ設ケテ、本年度新入生ヨリ、第二保證人ヲ教授中二就イテ依頼セシム。
圖書教室竝二新教室ノー棟ヲ東方二移轌シ、其ノ跡二講堂ヲ新築、昭和五年一一一月末日ヲ以テ竣成ス。
第十三臨時教員養成所慶止セラル。
天皇陛下、本校二行幸アラセラル。
勅令第三百九十五號ヲ以テ、本校職員定員中、助教授五人ヲ四人二改正シ、助手一人ヲ減員セラル。
◎學寮會ノ寄附二係ル本校寄宿舍構内ノ仰光館（行幸記念）新築成ル。
の
郷
愁
日
、
勅
令
第
二
百
五
十
六
號
ヲ
以
テ
設
置
セ
ラ
レ
タ
ル
生
徒
主
事
同
主
事
補
ノ
任
命
ア
リ
。
〃ⅢＷＭＩ曲り‐宅‐０‐把可Ｐ
夙二明治一一十七年頃ニモ、制定セラレタリト間ケドモ、年月竝二使用期間ヲ審カニセズ。
依願本官ヲ免ゼラレ、廣島高等學校長十時彌、本校校長二任ゼラル。
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コノ年、弓術部ヲ、
弓道部卜改ム。
コ
ノ
年
、
音
樂
部
ヲ
公
認
シ
、
明
年
ソ
ノ
凋
立
ヲ認ム。
コノ年、排球部及ビ
馬術部加ハル。
一八四八
五
校長更迭
五
十
年
記
念式墨行
繍翰愈館昭和十二年九月
醗繍鰄告
阿蘇道場
贈
呈
式
御
眞
影
奉
昭
和
十
一
年
四
月
二
十
七
日
安
所
奉
遷
宣
戦
詔
書
奉
誠
式
新
寮
竣
功
昭
和
十
九
年
五
月
一
日
編
年
沿
革
略
課程半年昭和十七年一一一月三十日
短縮
、
Ｄ
Ｐ
Ｉ
０
－
Ｄ
Ｑ
ｌ
Ｉ
ｂ
ｂ
、
。
一一年課程昭和十八年一月二十日
龍
南
へ
の
郷
愁
梨本元帥宮殿下帯山練兵場二於テ、御親閲ヲ賜フ。
全校初メテ、菊池郡
昭和十四年五月二十二日
宮城前廣場二於テ、
昭和十二年十月十七日
東光原二於テ、皇太紳宮遥拝式ヲ行上、續イテ運動會・断郊競走、夜ハ映豐會ヲ催ス。
昭和十三年八月三十日ヨリ五日間
昭和十五年一月十日
學校長十時彌、依願本官ヲ免ゼラレ、廣島高等學校長添野信、本校校長二任ゼラル。
昭
和
十
五
年
二
月
十
一
日
Ⅷ
紀元節ノ式後、阿蘇道場ノ贈呈式ヲ行う。（開場式ハ、九月二十二日二行ハル。）
昭和十五年十月十九日
武夫原二於テ、孝明天皇平安榊宮鎭座祭ノ遥拝式ヲ行う。
昭和十五年十一月十二日
龍南會ヲ再組織シテ、龍南學徒報國團ヲ結成ス。
昭和十一年九月
昭
和
十
一
年
五
月
昭
和
十
二
年
十
月
十
日
昭和十一年十一月
◎寄宿舎食堂全ク成ル。
昭
和
十
二
年
四
月
◎在寮生集會所成ル、挿
生徒集會所改築成ル、』
昭和十六年十二月九日
開校五十年記念會館新築竣功ス。
客月ヨリエ事中ノ御眞影奉安所改築竣工一一付、熊本高等工業學校奉安殿二安置セル御聖影ヲ奉遷ス。
開校五十年記念式典ヲ學行ス。文部大臣代理文部省専門學務局長男爵山川健來リ臨令
◎寄宿舎食堂一部改築成ル。
◎寄宿舎食堂一部ノ移築ニョリテ、第二生徒控所成ル。
ヲ行う。
高等學校令ノ改定ニ依り、二年ノ課程トナル。
前日ノ對米英宣戦布告一一關スル詔書ノ奉讃式ヲ行う。
文部省令第三十一號二依ル臨時措置トシテ、第三學年ハ、九月一一一十日マデトナル。
菊池郡花房村二新設ノ陸軍飛行場二赴キ、除桑作業ヲ行う。
奎國學生代表二對シ、御親閲アリ。本校ニ在リテハ、菊池郡花房飛行場集團作業場ヨリ、東方遥拝
知命堂ト露ス。
終謂堂ト穗ス。
コ
ノ
年
、
ホ
ッ
ケ
ー
部
公
認
セ
ラ
レ
、
翌
年
、
ソ
ノ
凋
立
ヲ
認
ム
。
上
記
ノ
組
織
及
ピ
内
容
〈既記 阿
垂
鰯
道
場
ヲ
寄
酬
一八七
八六
校長更迭
校長更迭
本校課程
終
了
式
教
育
基
本
法
公
布
龍
南
愈
復
一元三年
課
程
復
元 御眞
影
奉
還 終
戦
詔
書
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
校
長
更
迭
昭
和
十
九
年
九
月
一
日
編
年
沿
革
略
魂
南
へ
の
郷
愁
●
◎生徒寄宿舎第四寮ノ増築竣功ス。
昭和二十一一軍五月一一一十一日
學校長本島一郎、依願
昭
和
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日
第五高等學校課程終了式ヲ行う。
昭和二十五年三月三十一日
河瀬嘉一、本官並二兼官ヲ免ゼラレ、熊本大學教授二任ゼラル。
昭和二十五年三月二十五日
生活課ヲ解消シ、生徒課並二厚生課ヲ設ク。
昭和二十二年三月二十九日
法律第二十五號ヲ以テ、教育基本法ヲ公布シ、即日施行セラル。
文部省令第十八號ヲ以テ、高等學校ハ、本年四月一日ヨリ、三年課程二複ス。
昭和二十二年一月三十一日
昭
和
二
十
一
年
五
月
四
日
昭
和
二
十
一
年
三
月
一
日
龍南學徒報國團ヲ解消シ、元ノ寵南會一一復ス。
昭
和
二
十
一
年
一
月
十
三
日
御眞影奉還ノタメ、
學
校
長
竹
内
良
三
郎
、
信
州
大
學
文
理
學
部
長
ニ
輔
ジ
、
教
授
河
瀬
嘉
一
、
熊
本
大
學
法
文
學
部
長
事
務
取
扱
兼
本
校
校
長
ニ
補
セ
ラ
ル
。
終戦ノ詔書下ル。生徒ヲ訓諭シ、三日間臨時休業ス。
學校長添野信、依願本官ヲ免ゼラレ、新潟醤科大學長本島一郎、本校校長二任ゼラル。
依願本官ヲ免ゼラレ、
教授浅井東一等上京ス。竹内良三郎、本校校長二任ゼラル。
龍南會ヲ解消ス。
再ピ龍南會一一復ス。
一八八八九
/【
